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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は，「生命尊重」の価値に基づいて行動する力を育成する道徳教育プ
ログラムを開発することにより，自他の命を大切にする子どもを育成し，現代社会における喫緊の課題であるい
じめの防止に貢献することであった。まず理論的基盤としてすり鉢式道徳教育論を構築し，そこからいのち観の
発達モデルを開発した。さらに，「生命尊重」の価値観が，「命を大切にすること」だけでなく，「気づくフェ
ーズ」「広げるフェーズ」「受け入れるフェーズ」「つなぐフェーズ」の４つの側面から構成されていることを
明らかにし，それぞれのフェーズに即した「道徳授業実践ハンドブック―いのちを大切にする道徳学習プログラ
ム―」を開発した。

研究成果の概要（英文）：  The purpose of this study was to foster children who value their own lives
 by developing moral education programs that foster the ability to act on the value of respect for 
life, and to contribute to the prevention of bullying, which is an urgent issue in modern society. 
First, the mortar type moral education theory was constructed as a theoretical base, and the 
developmental model of the view of life was developed from there. In addition, it was clarified that
 the values of "respect for life" consisted not only of "value of life", but also of "phase to 
notice", "phase to expand", "phase to accept", and "connecting phase", and developed "morality class
 practice handbook -- moral learning program that values life", according to each phase.

研究分野： 道徳教育論

キーワード： 道徳教育　生命尊重の価値　いのち観の発達モデル　道徳学習プログラム

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
  本研究の意義は次の点である。第1に生命尊重の価値観を育成する道徳教育プログラムの理論的基盤として，
すり鉢式道徳教育論を構築したこと，第2にいのち観の発達モデルを策定したこと，第3にいのち観に4つのフェ
ーズがあることを明らかにしたことである。これらから，生命尊重の価値観を育成するためには，いのちに気づ
くこと，自分の思いを他者，自然，社会へと広げること，自分とは違う考えや生き方を受け入れること，自分の
生き方を考えることを，それぞれ行う必要があることを明らかにし，さらに第4として，4つのフェーズに即した
道徳学習プログラム集を開発し，いじめの課題解決のために実効性ある教材開発を行ったことである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
青少年の規範性の低下は，日本のみならず世界的な課題である。この課題に対し，イギリスで

は品性教育（personal social education），アメリカでは人格教育（character education）,
オーストラリアでは価値教育（values education）が行われ，成果をあげている(柴沼晶子・新
井浅浩編著『現代英国の宗教教育と人格教育(PSE)』（東信堂，2001），武藤孝典編著『人格・
価値教育の新しい発展 日本・アメリカ・イギリス』（学文社,2002）,Terence Lovat, What is 
values education all about, Rick Weissbourd, Moral teachers, moral students)。日本で
は，いじめ問題の対策の視点から道徳の時間が教科化された。 
研究代表者はこれまでの研究で，オーストラリアの価値教育を参考にしながら，「子どもの対

人関係認識の発達に即した道徳的判断力育成プログラムの開発」「価値に基づいて判断し行動す
る力を育成する道徳教育プログラムの開発」を行ってきた。これらの研究において，小学生，中
学生，大人を対象とした価値観に関する調査から，「生命尊重」の価値がどの年齢段階において
も上位に選択されていること，また「生命尊重」を価値としてとらえる考え方が日本人独特であ
ることを明らかにした（Suzuki, et.al, Research on Values as Important Components of 
Peace Education, WCCI, Taipei, 2013，発表資料参照）。これらから，「生命尊重」の価値は，
学校・家庭・地域が共通に価値あるものと考える価値であることが明らかになった。 
いじめ問題の解決には，学校だけでなく家庭・地域の協力が不可欠である。この点で，「生命

尊重」の価値観に基づいて，子供の命を大切にする考え方が共有されれば，道徳的な観点から「い
じめはいけない」との共通認識が広まり，実効性のある解決につながると考えた。 
以上から，「生命尊重」の価値の教育は，自他の命を大切にする子どもを育成し，現代社会に

おける喫緊の課題であるいじめの防止にも役立つと考える。そこで，学校・家庭・地域が共通に
価値あるものと考える「生命尊重」の価値観に基づいて判断し行動する子どもを育成する，道徳
教育プログラムを開発する必要があると考えた。 
 
２．研究の目的 
新学習指導要領により，道徳的価値に基づいた行動化の促進が求められている。しかしそのた

めに必要な道徳教育の方法は十分開発されていない。そこで本研究では，まず，学校・家庭・地
域社会に共通の価値である「生命尊重」の価値に基づく道徳教育プログラムの理論的基盤を構築
する。次に，その理論に基づいて道徳教育プログラムのモデルの開発を行う。次に，プログラム
のモデルに基づいて道徳教育プログラムを開発・実施し，効果検証を行う。以上を通して，「生
命尊重」の価値観に基づいて行動する力を育成する道徳教育プログラムを開発する。これにより，
自他の命を大切にする子どもを育成し，現代社会における喫緊の課題であるいじめの防止に貢
献することが本研究の目的である。 
 
３． 研究の方法 
平成 28 年度は「生命尊重」の価値観に基づいた教材や道徳教育プログラムに関する資料を収

集し，本研究でめざすプログラム開発のための理論的基盤の構築を行った。平成 29 年度は，構
築した理論に基づいていのち観の発達モデルの作成を行い，それに基づいた道徳教育プログラ
ムのモデルの開発を行った。平成 30 年度は，生命尊重の価値観を育成する道徳教育プログラム
を小中学校において行い，いのち観の発達モデルについて検証を行った。令和元年度は，道徳教
育プログラムを小学校において実施し，効果検証を行う予定であったが，COVID-19 の感染拡大
防止の観点から小学校が休校となったため，生命尊重の価値観を育む道徳授業実践ハンドブッ
ク（小学校）として，「道徳授業実践ハンドブック―道徳学習プログラム集―」の開発を行った。
令和 2 年度は，令和元年度に開発したハンドブックに中学校の内容を加えた道徳授業実践ハン
ドブックとして，「道徳授業実践ハンドブック―いのちを大切にする道徳学習プログラム―」を
作成した。 
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４．研究成果 
 本研究の成果は，大きく４つある。第 1に生命尊重の価値観を育成する道徳教育プログラムの
理論的基盤として「すり鉢式道徳教育論」を構築したこと，第 2にいのち観の発達モデルを策定
したこと，第 3にいのち観に４つのフェーズがあることを明らかにしたこと，第 4にいのち観の
発達モデルに基づき，４つのフェーズに即した道徳学習プログラム集を作成したことである。 
 
（１）「すり鉢式道徳教育論」の提案 
すり鉢式道徳教育論は，生命尊重の価値観が，人間との関係，社会との関係，自然との関係に

おいて育成されることに着目し，家族愛，友情，信頼など人間との関係において獲得する価値，
公正，正義，寛容など社会との関係において獲得する価値，動物愛護，共生など自然との関係に
おいて獲得する価値を体験や学習によってすりこぎ棒ですり合わせながら，自分の器の中に道
徳性をこね上げることを意図している。生命尊重を根幹として，多様な価値を学びつつ，自分の
命を大切にすることから，自分の生き方へと深化する人間の生き方のありようをすり鉢のイメ
ージに重ね合わせ，すり鉢式道徳教育論と呼ぶこととした。 
すり鉢式道徳教育論に従えば，教師の役割は子どもが自分の命を大切にして，自分の夢や希望

を実現することを手助けすることになる。道徳授業においては，人間が生きていく上で必要とさ
れる価値を教わるが，それらを自分の中に取り込んで，価値観を練り合わせて自分なりの人生観
を作っていくのは子ども自身である。教師は，子どもが大きくなるにつれて，自分ですりこぎ棒
を回せるようにしていくのである。そのためには，子ども一人ひとりが持って生まれたその子ら
しさや夢や希望を鼓舞し，活気づけ，生きることの喜びを感じさせるようにする必要がある。 
このように，子どもを中心において，道徳科や他の教科学習・体験活動で会得する様々な価値

観を練り合わせ，かけがえのない人生を生きる喜びに気付かせる道徳教育を，すり鉢式道徳教育
論と名付け，理論的基盤とすることにした。子供の思考を中心にすることから、開発するプログ
ラムを道徳学習プログラムとすることにした。 
 
（２）いのち観の発達モデルの提案 
「いのちを大切にするとはどういうことか」に対する回答を分類し，4 段階からなるいのち観

の発達モデルを策定した。また，「生命尊重」の価値観を育成する道徳学習プログラムの効果検
証を，小学校 1 年生から中学校 3 年生までの児童生徒を対象として行った。これらの結果，い
のち観は，4 段階を直線的に進んで育成されるのではなく，経験や多様な学びから影響を受け，
行きつ戻りつしながら深められていき，かけがえのない自分の生き方へとつながっていくこと
が示唆された。 

              図１ いのち観の発達モデル 
 

（３）いのち観の４つのフェーズと道徳学習プログラムの提案 
 「生命尊重」の価値観が，「命を大切にすること」だけでなく，「気づくフェーズ」「広げるフ
ェーズ」「受け入れるフェーズ」「つなぐフェーズ」の４つの側面から構成されていることを指摘
し，いのちを大切にする児童生徒を育成するためには，いのちに気づくこと，自分の思いを他者，
自然，社会へと広げること，自分とは違う考え方や生き方を受け入れること，自分の生き方を考
えることを，それぞれ行う必要があることを明らかにした。ここから，いのちを大切にする子ど
もを育成するためには，学習指導要領で示された内容項目のうち，「D 主として生命や自然，
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崇高なものとの関わりに関すること」だけでは不十分であり，「A 主として自分自身に関する
こと」，「B 主として人との関わりに関すること」，「C 主として集団や社会との関わりに関す
ること」に関わる内容項目をプログラムとして組み合わせる必要があることを指摘した。さらに，
いのちを大切にする考えの行動化を促すためには，道徳授業での学習だけでは不十分で，道徳授
業と教科や体験活動とを生み合わせた教科横断的な学習プログラムとして行う必要性を指摘し
た。 
 

いのち観のフェーズ 特徴 

気づくフェーズ いのちに気づく：自分や他者，動植物にいのちがあることに気づく。 

広げるフェーズ 思いを広げる：他者や自然，社会のことにも考えをめぐらす。 

受け入れるフェーズ 違いを受け入れる：自分とは違う考えや生き方に気づき，共感，理解す

る。 

つなぐフェーズ 生き方につなぐ：自分の生き方を考える。 

           図２ いのち観の４つのフェーズ 
 
（４）いのちを大切にする子どもを育成する道徳学習プログラム集の作成 
それぞれのフェーズに対応した道徳授業とそれを含んだ道徳学習プログラム集を開発した。

開発した道徳学習プログラム集の構成は，１．いのち観の学習モデルと４つのフェーズ，２．道
徳学習モデルの目的と構成，３．道徳学習プログラムの例，４．道徳学習プログラム内の学習指
導案の作り方，５．いのちに気づく道徳学習プログラム（気づくフェーズ），６．思いを広げる
道徳学習プログラム（広げるフェーズ），７．違いを受け入れる道徳学習プログラム（受け入れ
るフェーズ），８．生き方につなぐ道徳学習プログラム（つなぐフェーズ），道徳科教科書の学年
別内容項目一覧であった。学習指導案はフェーズごとに小学校，中学校各１つを掲載した。作成
した道徳学習プログラム集は，今後活用するとともに効果検証を行うこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図３ いのちを大切にする道徳学習プログラム（モデル） 

 
以上のように，本研究では「生命尊重」の価値観に４つのフェーズがあることを明らかにし，

いのち観の発達モデルに従って，それらのフェーズの内容を含む道徳授業ならびに関連する教
科・体験活動を組み合わせた道徳学習プログラムを開発した。この道徳学習プログラムを実践す
ることで，自分のいのちの大切さとともに，自然や他者のいのちの大切さに気づき，自分の価値
観を練り合わせながら，自己の生き方を深く考える児童生徒を育成できると考える。 
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１．作成したハンドブック 
・鈴木由美子・宮里智恵・山崎茜・広島道徳授業研究会「道徳授業実践ハンドブック―道徳学習プログラム集―」2020年3月（JSPS 科研費　JP16K04766　成果
物）（全25頁）ニシキプリント 
・鈴木由美子（代表）「道徳授業実践ハンドブック―いのちを大切にする道徳学習プログラム―」2021年3月（JSPS 科研費　JP16K04766　成果物）（全68頁）ニ
シキプリント 
 
２．研究成果を学校現場に還元したもの 
〇広島大学附属小学校学校教育研究会『学校教育』リレー連載「道徳科授業の指導と評価」 
宮里智恵「教科化の経緯と改訂の要点（その一）」1232号（2020年4月）p.62-63 
宮里智恵「教科化の経緯と改訂の要点（その二）」1233号（2020年5月）p.62-63 
鈴木由美子「道徳性の発達的特徴と道徳科の授業」1234号（2020年6月）p.62-63  
鈴木由美子「道徳科の教材分析の方法」1235号（2020年7月）p.62-63　 
宮里智恵「道徳科の授業づくりの手順－主題解釈と教材解釈を大切に（その一）」1236号（2020年8月）p.62-63　 
宮里智恵「道徳科の授業づくりの手順－主題解釈と教材解釈を大切に（その二）」1237号（2020年9月）p.62-63　 
鈴木由美子「道徳科の評価について」1238号（2020年10月）p.62-63　 
鈴木由美子「９年間を見通した評価の視点」1239号（2020年11月）p.62-63　 
宮里智恵「道徳科の校内研修－その方法と意義①」1240号（2020年12月） p.62-63 
宮里智恵「道徳科の校内研修－その方法と意義②」1241号（2021年1月）p.62-63 
鈴木由美子「道徳授業の改善で、教師が変わる、子どもが変わる、学校が変わる」1242号（2021年2月）p.62-63 
鈴木由美子「道徳教育は人間教育―愛と希望のある未来へ―」1243号（2021年3月）p.62-63 
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